
編集後詑  

⑳この編集後記を書いている時は，大学では入学試験，  

卒業式といった学年末の行事が終了し，新学期に向け  

ての準備の時期となります8 この行事の中でも入学試  

験は「質」の面からも「量」の面からも適切な新入生  

を確保するという，教育上も経営上も非常に重要な仕  

事です。この人試作業の超難問のひとつに入学手続き  

率を見込んだ合格者数の決定がありますの 入学者が少  

ないと経営者が困り，多すぎると適切な教育環境とな  

りません。  

⑳ここ数年の間，18オ八月の減少や景気の後退といっ  

た9 大学の入学試験の置かれた環境に大きな変化が起  

きています。私の勤務する大学では，受験者数の大幅  

な減少9 入試欠席率の低下9 入学手続き率の増加が引  

き続いて生じています⑩ これは，掛け持ち受験が減っ  

たことの現れでしょう。入学手続き率の予想は数年前  

までの数字をみながらェイッヤッと決めるので，先の  

ような変化が起こるとお手上げです。本年は，受験者  

数の減少傾向も止まり，欠席率も低かったので，昨年  

度と同様，合格者数を押さえるという堅い予測をして  

安心をしていたところ，驚くほど手続き率が低く，入  

学者が予定数を下回ってしまいました。  

⑳ある種の変化が起こるであろうと予想できていれば，  

様々な手法を駆使してその変化の向きや大きさを推測  

することが可能ですの しかし，どのような変化が起き  

るのかを予測するのは難問です。このような話をまと  

めるのは大変でしょうが，編集委員卒業までの1年間  

に形にしたいものだと思っています9   （田口 東）  
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⑳本誌のご注文は直接   
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